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「
団
塊
世
代
」

（
一
九
四
七
―
四
九
年
生
ま
れ
）
の
定
年

退
職
が
始
ま
る
二
〇
〇
七
年
が
近
づ
い
て
き
た
。会
社
か
ら
、

家
庭
や
地
域
社
会
に
戻
る
男
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
留
意

し
て
お
く
べ
き
か
。
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（岡
山
市
中
山
下
）
で
、
第
二
の
人
生
を
迎
え
る
男
性
向
け

講
座
が
開
か
れ
、
高
松
市
出
身
の
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
吉
田
清

彦
さ
ん
後
じ
＝
兵
庫
県
尼
崎
市
＝
が
熟
年
離
婚
の
防
止
策
な

ど
を

″
伝
授
″
し
た
。

（大
立
貴
巳
）

講
座
は
、
同
セ
ン
タ
ー
主
催

「お
と
な
の
土
曜
塾
～
自
分
ら

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め

て
」
の
二
回
目
。
吉
田
さ
ん
が

「
後
半
人
生
の
楽
し
み
方
～
人

生
再
設
計
の
ス
ス
メ
　
会
社
人

間
か
ら
生
活
人
間
へ
」
と
題
し

て
講
演
し
、
岡
山
、
備
前
市
な

ど
の
団
塊
世
代
を
中
心
に
男
性

五
十
五
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。吉

田
さ
ん
は
ま
ず
、
現
代
日

本
の
社
会
背
景
に
言
及
。

「
男

は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守

る
」
と
い
う
性
別
役
割
分
業
社

会
か
ら
、
互
い
に
支
え
合
う
男

女
共
同
参
画
社
会
へ
▽
晩
婚
、

少
子
化
で
、　
一
人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
の
推
定

値
を
表
す
合
計
特
殊
出
生
率
が

低
下
し
続
け
、
〇
五
年
は
過
去

最
低
の

一
・
二
五
▽
自
殺
者
が

九
八
年
か
ら
八
年
連
続
で
三
万

人
を
超
え
、
大
半
が
男
性
―
。

「壮
年
男
性
が
次
々
と
死
ぬ
社

会
は
異
常
。
今
は
三
十
、
四
十

代
が
死
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

力
説
し
た
。

夫
婦
問
題
で
は
、
年
間
約
七

十
万
組
が
結
婚
す
る

一
方
、
約

二
十
七
万
組
が
離
婚
▽
離
婚
時

に
夫
婦
が
合
意
ま
た
は
裁
判
所

「
言
い
た
い
こ
と
を
た
め
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
会
話

を
」
と
呼
び
掛
け
る
吉
田
さ
ん

が
決
定
す
れ
ば
、
結
婚
期
間

中
に
支
払
っ
た
保
険
料
に
相

当
す
る
厚
生
年
金
を
分
割
で

き
る
制
度
が
〇
七
年
四
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
―
と
紹
介
。

大
不
在
で
成
り
立

っ
て
い
た

幸
せ
な
家
庭
に
、
定
年
退
職

し
た
大
が
帰
り
、
外
出
す
る

要
に

「
ど
こ
に
行
く
の
か
。

晩
飯
は
？
」
と
聞
い
て
い
て

は
離
婚
を
切
り
出
さ
れ
る
、

と
注
意
し
た
。

「六
十
歳
定
年
後
に
約
二

十
年
の
平
均
余
命
が
あ
り
、

二
十
～
六
十
歳
の
労
働
時
間

と
六
十
～
八
十
歳
の
余
暇
時

間
は
同
じ
」
と
指
摘
し
、
仕

事
人
間
か
ら
自
分

ｅ
家
庭

・

「
趣
味
を
持
ち
た
い
」

「
晴

耕
雨
読
を
す
る
」

「老
人
ホ
ー

ム
の
慰
間
な
ど
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
・‥
。

中
に
は

「
家
事
に
参
加
し
熟
年

離
婚
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
い
う
決
意
ま
で
飛
び
出

し
た
。

妻
と
の
会
話
回
復
に
向
け
相

手
の
「
い
い
と
こ
ろ
」と
自
分
の

「
悪
い
と
こ
ろ
」
も
記
述
。
「
料

理
が
上
手
」

「若
々
し
い
「
お

お
ら
か
で
優
し

い
」
と
い
っ
た

褒
め
言
葉
や
、

「
口
下
手
「
気

が
短
い
」

「自

分
勝
手
」
な
ど

の
自
省
の
弁
が

披
露
さ
れ
た
。

こ
の
や
り
取

り

を

夫

婦

間

で
、
結
婚
記
念

日
や
互
い
の
誕

生
日
に
し
、
筆

記
内
容
を
交
換

す
る
こ
と
を
吉

田
さ
ん
は
推
奨
。

「
夫
婦
で
も

親
子
で
も
言
い
た
い
こ
と
を
た

め
ず
、
双
方
向
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
重
要
」
な
た
め
で

「
こ
れ
を
続
け
れ
ば
再
発
見
が

あ
り
、
熟
年
離
婚
は
し
な
い
は

ず
」
と
諭
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
と
し
て

①
個
人
で
は
趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
、
講
座

・
図
書
館
通
い
、
大

学
入
学
②
家
庭
で
は
夫
婦
マ
イ

カ
ー
で
国
内
旅
行
、
海
外
へ
船

旅
③
地
域
社
会
で
は
生
活
向
上

に
有
用
な
パ
ソ
コ
ン
、
料
理
サ

ー
ク
ル
で
仲
間
づ
く
り
、
徒
歩

や
自
転
車
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
地
域

再
発
見
、
介
護

・
子
育
て
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ー
な
ど
を
例
示
し

た
。発

病
を
防
ぐ
カ
ギ
に
運
動
、

食
事
、
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
管
理

の
四
点
を
挙
げ
、

「
脳
細
胞
や

筋
肉
は
使
わ
な
い
と
衰
え
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
互
い
に
認
め
合

い
、
健
康
で
豊
か
な
第
二
の
人

生
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

社
会
の
三
つ
の
顔
を
持

っ
た

「生
活
人
間
」
に
な
る
こ
と
を

提
案
。
現
状
認
識
と
し
て

「
男

の
生
活
自
立
度
チ
ェ
ッ
ク
只
大

阪
の
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー

・
伊
藤

公
雄
氏
作
成
）
＝
別
表
＝
を
促

し
た
。

家
事
や
地
域
社
会
と
の
か
か

わ
り
な
ど
を
聞
く
二
十
間
に
答

え
、自
立
度
を
診
断
す
る
内
容
。

「
は
い
」
の
回
答
が
十
六
以
上

の
男
性
は
「本
格
的
自
立
人
間
」

で

「
熟
年
離
婚
の
心
配
は
な

い
」
。
十

一
―
十
五
は

「も
う

一
歩
前
進
を
」▽
七
―
十
は
「ま

岸
障
す
〓
¨
い
れ
帥

「 発議
権
離

ち
葉
予
備
軍
」
―
で
、
四
以
下

だ
と

「化
石
人
間
」と
さ
れ
る
。

吉
田
さ
ん
は

「
一
カ
月
に

一

つ
ず
つ

一
年
で
十
二
増
や
そ

う
」
と
訴
え
た
上
で
、
参
加
者

に

「人
生
再
設
計
」
プ
ラ
ン
を

考
え
さ
せ
た
。
個
人
、
家
庭

・

家
族
、
地
域

。
社
会
の
三
領
域

で
一二
ド
五
年
単
位
の
夢
や
、
実

現
に
必
要
な
項
目
を
書
き
出
さ

せ
た
。

「お
と
な
の
土
曜
塾
」
第
二
回
は
十

一
月
十

一
日
午
後

一

時
半
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で
、
辻
博
明
岡
山
県
立
大
教
授
に
よ

る

「
五
十
代
か
ら
の
健
康
講
座
」
が
あ
る
。
対
象
は
男
性
の

み
。
無
料
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー

（０
８
６
１
２
３
５

１
３
３
０
７
）
。

自立した「生活人間」に

夫
婦
間
で
の
会
話
も
重
要

1.ご飯を炊くことができる

2.自 分で飲むお茶は自分で入れている

3.夕食の材料を一人で稿えることができる
4.よく一人でスーパーに買い物に行く

5。テキストなしで作れる料理が8種類以上ある

6.週に5度以上、食後の後片付けをしている
7.電気掃除機を使うことができる

8.トイレの掃除をよくする

9.ワイシャツのボタン付けができる

10.自分のワイシャツに自分でよくアイロンをかける

11.人目を気にせずに洗濯物を干すことができる

12.自分の背広・ネクタイ・靴下・下着がどこにあるか分かる

13。自分の服は自分で買う

14.自分が住んでいる地域のゴミ収集の分別方法を正確に知っている

15.役所への諸届けはひと通りできる

16.自治会などの回覧は必ず読む

17.地域で今問題になっていることをひとつ以上あげること旋 きる

18.会うJttFをする地域の知り合いが10人以上いる
19.仕事関連以外の親しい(現在もよく付き合う)友人が何人かいる

20。自分なりの趣味をもっている


